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呼気に含まれる揮発性有機化合物(volatile organic compound: VOC)を診断マーカーに
応用しようとする臨床研究が進んでいる。これまでに肺癌や慢性閉塞性肺疾患（COPD）
などに特有な VOC が存在することが報告されているが、特発性肺線維症(idiopathic 
pulmonary fibrosis: IPF)に関する報告はほとんどない。また、近年開発されたマルチキャ
ピラリーカラムおよびイオン移動度分析器（Multi-capillary column/ Ion Mobility 
Spectrometer: MCC/IMS）を組み合わせた VOC の測定は、非侵襲的かつ短時間で施行可
能であるため、呼吸機能が低下した患者においても容易に測定することが可能である。本





１） 対象  
2012年 12月から 2013年 5月までに当科に通院中の間質性肺炎患者 81名から本研究に
同意を得た IPF患者 40名（IPF群）を選択した。対照は健常者 55名（対照群）とした。 
２） VOCの測定と臨床パラメーターとの比較 
IPF 群と対照群について MCC/IMS を用いて呼気中 VOC を測定した。また、IPF 群で
は呼吸機能検査、動脈血ガス分析、間質性肺炎の血清バイオマーカー測定を行った。 
３） 統計解析 
対照群との比較から IPF に特徴的な VOC を検索した。次に特徴的な VOC の信号強度






IPF群と対照群の呼気から 85種類の VOC を検出した。対照群との比較から IPF群に 5













れると考えられる。本研究では健常者との比較から IPFに特徴的な 5種類の VOCを検出
した。IPFではパラシメンの信号強度は有意に低値であり、アセトイン、イソプレン、エ
チルベンゼンおよびピーク 67 の信号強度は有意に高値であった。したがって、パラシメ
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るために IPF 患者および健常対照の呼気中 VOC を、マルチキャピラリーカラムおよびイ








標と考えられた。また、MCC / IMSを用いた VOCの測定は非侵襲的かつ短時間で施行可
能であるため、将来 IPFのスクリーニングに応用できる可能性がある。 
以上は IPF に対する新しい試みであり、多くの新知見を含むことから博士論文として十
分に価値のあるものとして認められた。 
 
